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道
路
の
境
界
を
越
え
る
生
垣
や
植
栽

は
、
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
非
常
に
危

険
で
す
。
所
有
者
の
方
は
伐
採
な
ど
の

適
切
な
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

道
路
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、

道
路
の
異
状
を
発
見
し
た
と
き
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〇
こ
ん
な
と
き
は
ご
連
絡
を

・
舗
装
に
穴
や
陥
没
が
あ
る

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
壊
れ
て
い
る

・
通
行
の
支
障
に
な
る
落
下
物
が
あ
る

・
道
路
に
倒
木
が
あ
り
通
行
で
き
な
い 境界 境界

道　路　幅

工
事
用
の
仮
囲
い
や
突
出
看
板
、
日

よ
け
（
装
飾
ひ
さ
し
）
な
ど
を
道
路
に

設
置
す
る
と
き
は
、
道
路
法
な
ど
の
基

準
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
設

置
す
る
際
に
は
道
路
管
理
者
の
許
可
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
許
可
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
道
路
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

〇
町
道

　
　
整
備
課

整
備
維
持
係

　
　
☎
33
│
２
１
１
４

〇
国
道
・
県
道

　
　
福
島
県
棚
倉
土
木
事
務
所

　
　
総
務
課

　
　
☎
33
│
３
１
３
１

道
路
は
、
い
つ
も
ス
ム
ー
ズ
に
通
れ

る
よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
行
為
は
行
わ

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
歩
道
へ
の
駐
車

・
道
路
や
歩
道
へ
の
看
板
な
ど
の
設
置

・
歩
道
上
で
の
営
業
お
よ
び
作
業
等

ま
た
、
道
路
へ
の
違
法
駐
車
や
、
道

路
脇
へ
の
物
品
や
資
材
な
ど
の
放
置
は

歩
行
や
通
行
の
妨
げ
に
な
る
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。
道
路
を
安
全
で
快

適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
維
持
・
管
理

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◀
町
赤
十
字
奉
仕
団
道
路
美
化
活
動

生
垣
や
樹
木
の
管
理
に

　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

こ
ん
な
と
き
は

　
　
　
　

許
可
が
必
要
で
す

道
路
の
異
状
を
発
見
し
た
と
き
は

「輝け未来に　地域の道路は　たからもの」「輝け未来に　地域の道路は　たからもの」「輝け未来に　地域の道路は　たからもの」
・ ・ ・

８月は道路ふれあい月間です
　道路は、私たちの生活を支える大切な財産であり、将来を生きる子どもたちにとっても、
大切な財産です。
　子や孫の世代に、美しく安全な道路を引き継いでいくため、この機会に道路について改
めて考えてみましょう。

道
路
環
境
の
美
化
に

　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
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　平成20年度から始まったふるさ
と納税制度。
　令和７年度は５億４,２０６万円
の寄附が寄せられました。
　地域の事業者の方には返礼品とし
て商品を提供していただき、寄附者
に大変好評をいただいています。
　これらの寄附は、寄附者が希望す
る事業に有効に活用させていただい
ています。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」で
棚
倉
町
を

応
援
し
て
く
だ
さ
い

〇子育て支援事業（8,402件）
ステップアップ給付金支給事業、妊産婦医療費助成
事業、すこやか赤ちゃん応援事業等

〇高齢者福祉事業（4,479件）
タクシー・バス利用助成事業、介護予防・地域支え
合い事業等

〇地域振興事業（2,237件）
棚倉城築城400年記念事業、街なみ環境整備事業、
文化センター大規模改修事業等

〇学校教育支援事業（1,078件）
ＩＣＴ教育推進事業等

〇その他（6,187件）
ふるさと納税に係る経費や町発展のための様々な事
業に活用

˛ொϗʔϜϖʔδ
;Δ͞ͱೲ੫

棚倉町への令和７年度寄附額は５億４,２０６万円
応援いただき、ありがとうございます！

ふるさと納税の活用希望事業
寄附者からいただいた貴重な寄附金は、以下の事業に活用させていただいています。

令和７年度寄附額活用希望事業割合

地域振興事業
11％

（6,075万円）

学校教育支援事業
５％

（2,779万円）

子育て支援事業
36％

（１億9,425万円）

高齢者福祉事業
21％

（１億1,105万円）

その他
27％

（１億4,822万円）

自
分
の
生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し

た
い
自
治
体
な
ど
を
選
択
し
て

「
寄
附
」
が
で
き
る
制
度
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
原
則
と

し
て
寄
附
金
額
の
う
ち
２
０
０
０

円
を
超
え
る
全
額
が
、
所
得
税
お

よ
び
住
民
税
の
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
（
一
定
の
上
限
あ
り
）
。
ま

た
、
多
く
の
自
治
体
で
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
特
産

物
や
名
産
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
寄
附
金
は
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
町
外
に
お
住
ま

い
の
ご
友
人
や
ご
親
戚
等
に
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

※
返
礼
品
の
贈
呈
は
、
町
外
の
方
の

み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課

財
政
係

☎
33
│
２
１
１
１

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
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■ お問い合わせ
　 健康福祉課　医療年金係　☎33－2117
　（お手続きは③窓口まで）

　高額療養費制度は、１カ月間に医療機関等へ支払った医療費が高額になった場合に、定められた自
己負担限度額を超えて支払った医療費が払い戻される制度です。
　公的医療保険制度の持続可能性を確保する観点から、令和８年８月から高額療養費の限度額が変更
となります。医療費の増加や所得に応じて、ご負担をいただく一方で、新たに年間（8月から翌年7月
まで）の上限を設け、長期療養や低所得の方へのセーフティネットとしての機能を強化します。

●これまで「多数回該当」に該当しなかった方　●見直しにより「多数回該当」の対象から外れる方
●現在、毎月高額療養費を利用している方　　　●極めて高額な医療を受けた方

●多数回該当　直近12カ月以内に３回以上、限度額に達した場合、４回目から限度額が下がります。
●外来特例（70歳以上で現役並み以外の方）　外来診療だけの月の限度額があります。

　高額療養費制度の見直しは令和８年度と令和９年度の２段階に分けて実施します。
　下の表は８月から令和９年７月までの内容です。詳しくは、厚生労働省ホームページを
参照ください。

〇同じ世帯内で、同じ月に21,000円以上の自己負担額を2回以上支払った場合、それらを合算して
　限度額を超えた分が支給されます。

年間上限の新設により、以下の方は医療費負担が軽くなる場合があります

ほかにも負担を軽減する仕組みがあります

高額療養費の限度額（８月から令和９年７月まで）

高額療養費制度見直しのお知らせ

70歳未満の方の限度額（月額）

70歳以上の方の限度額（月額）

所　　　　　　　得 区分 3回目まで 4回目以降 年間上限

901万円を超える ア 270,300円 140,100円 168万円+(医療費－901,000円)×1%

600万円を超え901万円以下 イ 179,100円 93,000円 111万円+(医療費－597,000円)×1%

210万円を超え600万円以下 ウ 85,800円 44,400円 53万円+(医療費－286,000円)×1%
210万円以下（町県民税非課税世帯を除く） エ 61,500円 44,400円 53万円

町県民税非課税世帯 オ 36,900円 24,600円 29万円

所　　得　　区　　分 外来と入院
（世帯単位）4回目以降 年間上限外来（個人単位）

現役並み所得者Ⅲ（課税所得690万円以上） 270,300円+(医療費－901,000円)×1% 140,100円 168万円
現役並み所得者Ⅱ（課税所得380万円以上） 179,100円+(医療費－597,000円)×1% 93,000円 111万円
現役並み所得者Ⅰ（課税所得145万円以上） 85,800円+(医療費－286,000円)×1% 44,400円 53万円

一般（課税所得145万円未満等）                  22,000円
【外来年間上限 216,000円】 61,500円 44,400円 53万円

低所得者Ⅱ                  11,000円
【外来年間上限 96,000円】 25,700円 24,600円 29万円

低所得者Ⅰ 8,000円 15,700円 ─ 18万円

▲厚生労働省
ホームページ
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納
期
限
は
８
月
31
日
㈪
で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
２
期

〇
町
県
民
税
…
…
…
…
…
…
…
２
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
１
期

〇
上
下
水
道
料
金
…
…
７
月
例
月
分

金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
、

ま
た
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
を
利

用
し
た
納
付
も
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│
２
１
１
８

上
下
水
道
課

上
水
道
係

☎
33
│
２
１
１
９

民
生
委
員

〇
開
催
日

８
月
10
日
㈪

〇
時

間

午
前
９
時
〜
正
午

〇
場

所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日

８
月
20
日
㈭

〇
時

間
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

〇
場

所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
33
│
２
６
２
３

お
知
ら
せ

ト
ー
ク
の
日

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
８
月
20

日
㈭
で
す
。
（
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ

ー
記
載
の
日
程
か
ら
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

行
政
区
や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思

い
・
政
策
に
つ
い
て
、
町
長
と
気
軽

に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

出
張
ト
ー
ク

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聴
き
す
る
た
め
、
行
政
区
、
自

治
会
、
町
内
で
活
動
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
が
主
催
す
る
総
会
や
イ
ベ
ン

ト
に
町
長
が
伺
い
ま
す
。

※
ト
ー
ク
の
日
・
出
張
ト
ー
ク
は
、

建
設
的
な
意
見
交
換
を
図
っ
て
い

く
も
の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

企
画
観
光
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

今
月
の
納
税
・
納
入

８
月
の
心
配
ご
と
相
談

検索はこちらから

町
内
企
業
限
定
求
人
情
報

「
お
仕
事
検
索
サ
イ
ト
」

検索はこちらから

広報広報
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国
民
健
康
保
険
情
報

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

倉
美
館
情
報

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
な
ぐ
ら

議
会
だ
よ
り

令和７年度

現在発行しているクーポン券の　使用期限は、８月31日㈪　までです。
まだ使われていない方は、お早めに町内の取扱事業所でご使用ください。

■お問い合わせ　クーポン券：産業振興課商工係　☎33-2113
　　　　　　　　取扱事業所：棚 倉 町 商 工 会　☎33-3161

『たなぐら応援クーポン券』の
　　　　使用はお済みですか？

31日㈪

ク
ー
ポ
ン
券

ご
利
用
の
注
意

■第三者への譲渡、転売は禁止です。
■お会計額が 500円以上の場合に使用できます。
■おつりは出ません。
■使用期限を過ぎると無効になります。
■町内の登録された取扱事業所のみ使用できます。
■紛失・盗難等については、町はその責任を負いません。

最新の
取扱事業所は
こちら
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町
で
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
1
人
あ
た
り
８
０
０
０
円
の
支
援

金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に

は
、
7
月
中
旬
に
通
知
を
し
ま
し
た
の

で
、
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
公
金
受
取
口
座
等
を

町
が
把
握
し
て
い
る
方

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
口
座
変
更
の
申

し
出
が
な
か
っ
た
方
は
、通
知
に
記
載

さ
れ
た
口
座
へ
順
次
振
り
込
み
ま
す
。

〇
公
金
受
取
口
座
等
を

町
が
把
握
し
て
い
な
い
方

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
口
座

振
込
申
請
書
に
銀
行
口
座
確
認
書
類

の
写
し
を
添
付
し
て
郵
送
す
る
か
、

ス
マ
ー
ト
申
請
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

９
月
30
日
㈬
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

高
齢
者
係

☎
33
│
７
８
０
１

食
中
毒
は
毎
日
食
べ
て
い
る
家
庭
の

食
事
で
も
発
生
し
ま
す
。
特
に
夏
場
は

気
温
が
高
く
、
細
菌
が
増
え
や
す
く
な

る
た
め
、
食
中
毒
が
起
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
家
庭
で
の
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ

ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

〇
食
中
毒
菌
を
つ
け
な
い

手
洗
い
の
徹
底
や
器
具
の
使
い
分
け

を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
菌
を
増
や
さ
な
い

食
品
を
常
温
で
放
置
し
な
い
な
ど
、

適
切
な
温
度
管
理
を
行
い
、
調
理
後

は
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

〇
菌
を
無
害
化
す
る

十
分
な
加
熱
で
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

食
品
衛
生
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
│
22
│
５
４
８
７

　子育て家庭や支援の必要性が高い妊産婦等がいる家庭の養育環境を整え、安心して子育てできるよう
支援することを目的に、町では、家事や育児のサポートを通じて子育て世帯を支援する「訪問支援員」
さんの養成講座を開催します。
　ぜひご参加ください。

※動きやすい服装でご参加ください。
 場　　所　保健福祉センター　研修室
 受 講 料　無料
 申込締切　８月14日㈮
■お申し込み・お問い合わせ
　棚倉町社会福祉協議会　☎３３－２６２３
　こども未来課　子育て応援係　☎３３－７８８７

訪問支援員の
活動は
有償です！

高
齢
者
物
価
高
騰
支
援
金
に
つ
い
て

８
月
は
食
品
衛
生
月
間
で
す

▲スマート申請
システム

藁谷　忠さん
（新任）

人
権
擁
護
委
員
紹
介

任
期

令
和
８
年
７
月
１
日
〜

　
　
　
令
和
11
年
６
月
30
日

原　
　
啓
喜　
　
　
須
藤

俊
一

広
瀬　
　
忍　
　
　
金
澤
ひ
と
み

松
本
ひ
と
み　
　
　
藁
谷　
　
忠

委
員
構
成
（
敬
称
略
）

広報広報
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～令和８年度棚倉町子育て世帯訪問支援事業～

訪問支援員養成講座のご案内

日　　　　　時 内　　　　　　容 持ち物

８月 18日㈫ 午前９時 30分～正午
■子育て世帯訪問支援事業について
■育児サポート①
　乳幼児の食事と栄養について

・筆記用具
・飲物
・エプロン
・三角巾

８月 27日㈭

午前 10時～
午前 11時 30分

■育児サポート②
　精神的な課題をもつ家庭への支援について ・筆記用具

・飲物午後１時 30分～
午後３時

■事故防止・救急法について
■地域の子育て支援情報について
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〇注意事項
①午前９時までに収集場所に出してください。
②段ボールに入れるか、きちんと縛ってから出してください。
③供物を収集場所に出す際には、収集所小屋の中には入れず、小屋のわきに置いてください。
④回収日に出せない場合は、指定のごみ袋（燃えるごみ）に入れ、一般のごみの回収にあわせ、通常
の収集場所に出してください。

※今年は８月15日㈯および16日㈰が東白クリーンセンター休業日のため、17日㈪にお盆の供物を収集します。

収　　　　集　　　　場　　　　所

■お問い合わせ　住民課　生活環境係　☎33-2116

ࣾ　઒　஍　۠

上　台 上台ごみ収集所わき（集会所）
鈴木喜美氏宅わき

板　橋 板橋ごみ収集所わき
玉　野 玉野ごみ収集所わき

一　色 一色集会所前
太夫内墓地前

福　井 福井集会所前
堤 堤集会所前
逆　川 墓地入口
天王内 元火の見下（集会所わき）
金沢内 元火の見下（ごみ収集所）
小菅生 小菅生集会所

۠　໺　஍　ߴ
瀬ヶ野 瀬ヶ野墓地入口
小　爪 小爪ごみ収集所わき
祝部内 祝部内ごみ収集所わき
富　岡 富岡集会所
山　際 山際集会所
福　岡 地割橋・下平橋

強　梨
高松橋
俵内ごみ収集所わき
岡ノ内ごみ収集所わき

大　梅
松草平ごみ収集所わき
曲屋ごみ収集所わき
段河内ごみ収集所わき
大梅集会所裏ごみ収集所わき

漆　草 屯所わき
戸　中 戸中集会所

ۙ௡ࢁԬ஍۠

寺　山 久慈橋西側
豊岡橋東側

双ノ平 双ノ平ごみ収集所わき
八槻１ 旧中学校上り口
八槻２ 丈六入口
八槻３ 一里塚前
八槻４ ４区ごみ収集所わき
八槻５ ５区ごみ収集所わき

八槻６ 高渡西側ごみ収集所わき
高渡集会所わき

流 豊山住宅下墓地入口
常隆寺山門広場

塚　原 ごみ収集所わき

下山本 松原共同墓地前
萩平共同墓地前

中山本
中ノ内ごみ収集所わき
中山本中ごみ収集所わき
中山本上ごみ収集所わき
大内ごみ収集所わき

北山本
平塩ごみ収集所わき
宮川橋ごみ収集所わき
居伝金ごみ収集所わき

下手沢 中組ごみ収集所わき
下組ごみ収集所わき

上手沢 上手沢ごみ収集所わき
祖父岡 祖父岡ごみ収集所わき
山　田 山田集会所
岡　田 下平ごみ収集所わき

୨　૔　஍　۠

１　区 観音寺入口
蓮生寺裏側（町裏通り）

２　区 蓮家寺山門向かい

３　区 蓮家寺山門向かい
タカノ表具店裏収集所わき

４　区
５　区 古町西迎院裏門

６　区 東林寺入口
白報社前

７　区 下町共同墓地入口

８　区 アローボウル前
渡辺商店南側ごみ収集所

９　区
旧旭屋旅館前空き地
関口集会所
総合体育館北側駐車場

10　区 仁公儀集会所仁公儀ニュータウン入口
11　区 長久寺入口左側
12　区 馬場集会所
13　区 13区ごみ収集所前

14　区
コミュニティセンター前
旧棚高北側入口
檜木ごみ収集所わき
元高津産業㈱入口

15　区 根子屋川橋わき

お盆の供物を収集します【回収日：８月17日㈪】

広報広報
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情
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ま
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み
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た
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ぐ
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議
会
だ
よ
り
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棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

݄̒ͷ୨૔ொͷ
ަ௨ނࣄ
ൃੜঢ়گ

発
生
件
数

1
件

死
者
数

0
人

傷
者
数

1
人

物
件
事
故

16
件

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
警
察
署

地
域
交
通
課

☎
33
│
０
１
１
０

こ
の
時
期
は
、
暑
さ
や
行
楽
等

に
よ
る
疲
労
、
開
放
感
な
ど
か
ら

集
中
力
が
低
下
し
、
漫
然
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま

す
。運

転
に
集
中
し
て
安
全
運
転
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

地
震
、
竜
巻
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
て
全
国
一
斉

に
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

〇
日　
　
時

８
月
26
日
㈬

午
前
11
時
頃

〇
訓
練
内
容

防
災
行
政
用
無
線
で
の
放
送

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

防
災
安
全
係

☎
33
│
２
１
１
６

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を
行

っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金

で
す
。

８
月
10
日
付
け
で
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
納
期
限
ま
で
に
金
融
機

関
か
ら
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

納
期
限
ま
で
に
預
金
残
高
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い

な
い
方
に
は
、
納
税
通
知
書
に
口
座
振

替
依
頼
書
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
依
頼
書
を
金
融
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
る
方

は
第
２
期
か
ら
の
振
替
と
な
り
ま
す
。

〇
納
期
限

・
第
１
期

８
月
31
日
㈪

・
第
２
期

11
月
30
日
㈪

※
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
第
１

期
に
一
括
で
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

県
南
地
方
振
興
局

県
税
部

課
税
課

課
税
第
一
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
│
23
│
１
５
１
７

福
島
空
港
か
ら
は
、
大
阪
・
札
幌
へ

の
直
行
便
の
ほ
か
、
乗
り
継
ぎ
便
で
四

国
・
九
州
・
沖
縄
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
ま

す
。
ま
た
、
台
湾
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便

も
運
航
し
て
お
り
、
国
内
外
へ
の
移
動

に
便
利
で
す
。

ま
た
、
福
島
空
港
で
は
30
歳
未
満
の

方
を
対
象
に
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
新
規
取

得
・
更
新
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
初
め
て
海
外
旅
行
を
さ
れ
る
方

も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
福
島
空
港
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
空
港

☎
０
２
４
７
│
57
│
１
５
１
１

８
月
28
日
㈮
か
ら
９
月
３
日
㈭
ま
で

の
７
日
間
、
全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人

権
相
談
」
強
化
週
間
と
し
て
、
い
じ
め

や
嫌
が
ら
せ
、
虐
待
、
体
罰
な
ど
、
こ

ど
も
が
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

電
話
お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
に

よ
る
人
権
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

は
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職

員
が
応
じ
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
期

間

８
月
28
日
㈮
〜
９
月
３
日
㈭

〇
時

間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
29
日
㈯
、
30
日
㈰
は

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

〇
電
話
番
号

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

〇
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

「
法
務
局
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談
」

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４
│
５
３
４
│
１
９
９
４

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
月
間
の
実
施
に
つ
い
て

個
人
事
業
税
納
期
の
お
知
ら
せ

福
島
空
港
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

▲公式ＬＩＮＥ

▲福島空港
ホームページ

検索 ID
＠ linejinkensoudan

広報広報

8８．８．１



広報広報

８．８．１

県
南
９
市
町
村
の
狛
犬
を
訪
れ
、
周

辺
に
あ
る
対
象
の
施
設
で
５
０
０
円
以

上
の
お
買
い
物
を
す
る
と
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
狛
犬
カ
ー
ド
が
も
ら
え
ま
す
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
カ
ー
ド
を
集
め
な
が
ら
、
お
気

に
入
り
の
狛
犬
を
探
し
に
行
き
ま
せ
ん

か
？
（
矢
吹
町
と
塙
町
は
８
月
中
旬
か

ら
カ
ー
ド
配
布
予
定
）

な
お
、
カ
ー
ド
は
な
く
な
り
次
第
終

了
で
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

ふ
く
し
ま
県
南
観
光
推
進
協
議
会

（
白
河
市
役
所

観
光
課
内
）

☎
０
２
４
８
│
22
│
１
１
１
１

　８月21日㈮は福島県民の日です。
　町では、福島県民の日を記念し、
右記施設の無料開放を行います。

ΠϯϑΥϝʔγϣϯ

▲狛犬カードめぐり
ホームページ

施設無料開放のお知らせ 　歴史的建造物「八槻家住宅」
　観覧時間　　午前９時～午後５時　
　■お問い合わせ　
　　生涯学習課　生涯学習係　☎33‐0111
　総合体育館
　アリーナ・卓球場・トレーニング室等
　開放時間　　午前９時～午後５時　
※１回につき２時間まで
■お問い合わせ　

　　総合体育館　スポーツ振興係　☎33‐3160

「
お
し
ゃ
べ
り
狛
犬
カ
ー
ド
め
ぐ
り
」

開
催
中
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ΠϯϑΥϝʔγϣϯ

○
募
集
住
宅

西

中

居

団

地

３
階

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
３
年
建
築

中
層
耐
火
３
階
建
）

棚
倉
字
西
中
居
22
番
地
３

愛
宕
平
団
地
（
１
号
棟
）

４
階

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
８
年
建
築

中
層
耐
火
４
階
建
）

愛
宕
平
団
地
（
４
号
棟
）

２
階

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

（
平
成
12
年
建
築

中
層
耐
火
４
階
建
）

関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

○
申
込
期
限

８
月
14
日
㈮

午
後
５
時
ま
で【
期
日
厳
守
】

○
入
居
の
時
期

９
月
１
日
㈫

○
そ
の
他

・
駐
車
場
各
１
台
分
有
り
ま
す
。

（
料
金
は
別
途
）

・
住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

整
備
課

都
市
計
画
係

☎
33
│
２
１
１
４

〇
対　
　
象

町
内
に
事
業
所
等
の
拠
点
を
有
し
て

い
る
団
体
等

〇
申
込
期
限

令
和
９
年
２
月
26
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ

企
画
観
光
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

東
京
棚
倉
会
は
、
首
都
圏
在
住
の
棚

倉
町
出
身
者
、
棚
倉
町
ゆ
か
り
の
方
で

組
織
し
、
現
在
約
１
０
０
名
の
方
が
入

会
し
て
い
ま
す
。

年
に
一
度
の
ふ
る
さ
と
訪
問
、
東
京

で
開
催
さ
れ
る
総
会
・
懇
親
会
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報

た
な
ぐ
ら
を
毎
月
お
届
け
す
る
ほ
か
、

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
宿
泊
料
な
ど
の
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

新
た
に
入
会
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

棚
倉
産
の
お
米
10
キ
ロ
を
お
贈
り
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
入
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

〇
年
会
費

３
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

棚
倉
町
活
性
化
・
観
光
物
産
協
会

☎
33
│
７
８
８
６

町
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
企
業
や
団
体
等
が
実
施
す
る
出
会

い
の
場
創
出
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
対
象
事
業

婚
活
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

活
動
等
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
事
業

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

東
京
棚
倉
会
の
会
員
募
集
中
で
す

出
会
い
の
場
創
出
事
業
募
集
中
で
す

募
　
　
　
集

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
57
│
５
３
１
０

おはなしルーム
〇
日
時

９
月
４
日
㈮

午
前
11
時
〜

〇
対
象

ど
な
た
で
も

〇
内
容

〜
月
の
お
話
〜

（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

９
月
15
日
㈫

午
前
10
時
〜

〇
対
象

未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

み
ん
な
で
よ
ー
い
ド
ン

（
ミ
ニ
運
動
会
）

〇
そ
の
他

９
月
29
日
㈫

プ
チ
す
く
す
く
（
ミ
ニ
工
作
）

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

９
月

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
教
室
案
内

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室  

（
場
所：棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

８
月
27
日
㈭

午
後
７
時
〜

健
康
吹
矢
教
室  

※

８
月
７
日
㈮・21
日
㈮

午
前
10
時
〜

卓
球
教
室  

※

８
月
８
日
㈯・29
日
㈯

午
前
10
時
〜

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室  （
場
所：町
立
図
書
館
）

８
月
27
日
㈭

午
後
７
時
30
分
〜

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室  

※

８
月
４
日
㈫・18
日
㈫・25
日
㈫

午
前
10
時
〜

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室  

※

８
月
25
日
㈫

午
後
７
時
〜

ゴ
ル
フ
教
室  （
場
所：花
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
）

８
月
４
日
㈫・18
日
㈫

午
後
６
時
〜

ボ
ッ
チ
ャ
教
室  

※

８
月
22
日
㈯

午
前
10
時
〜

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室  （
場
所：棚
倉
運
動
広
場
）

８
月
５
日
㈬・19
日
㈬・26
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜

雨
天
中
止

キ
ッ
ズ
教
室  

※

８
月
20
日
㈭

午
後
６
時
30
分
〜

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室  （
場
所：町
立
図
書
館
）

８
月
７
日
㈮・28
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜

※
場
所
は
総
合
体
育
館

〇
会
員
以
外
の
方
が
参
加
す
る
場
合
は
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
33
│
３
１
６
０
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〇チケットの購入について
・一回の予約につき４枚までご予約できます。
・発売日初日は、電話予約のみの受付です。
・チケット購入後の返金および変更はいたしかねます。予めご了承ください。

■町文化センター (倉美館)
　開館時間　午前９時～午後５時
（毎週月曜日・祝日は休館日。※月曜日が祝日のときは火曜日も休館します。）
■お問い合わせ・お申し込み
　町文化センター　☎33-9610　FAX33-9611

日　　時 事 業 名 お よ び 内 容 チケット料金

９月21日㈪
開　場

午後１時30分
開　演

午後２時00分

全席指定
前売券　5,000円

☆発売中
●町文化センター
●セブンチケット
●ローソンチケット

※未就学児入場不可
※当日券は500円増

主催　倉美館運営協会

11月１日㈰
開　場

午後２時30分
開　演

午後３時00分

全席指定

前売券
一般　　2,500円
高校生以下　1,500円
※当日券は500円増
※宝くじの助成により、
特別料金となってい
ます。

☆９月12日㈯
　　販売開始
●町文化センター
●セブンチケット
●ローソンチケット

主催　
棚倉町
棚倉町教育委員会
（一財）自治総合センター

協力
倉美館運営協会

宝くじ文化公演　音楽はともだち
～始めてのオーケストラ、初めての感動！～

トム・プロジェクトプロデュース

沼の中の淑女たち【舞台】

物語のあらすじ
　とある邸宅でルームシェアする
4 人のおばさんたち。その目的は、
K-POPアイドル『RION』の推し活。
　ある日、彼とビデオ通話ができる権
利“ヨントン”が当選し、熱狂する淑
女たち。そんな中、RIONのスクープ
記事が世間を賑わせてしまう。
　おばさんたちはどこまでこの沼に
浸かるのだろう……彼女たちはい
つまでこんな生活を続けるのだろう
……淑女たちは今から RION に何を
伝えるのだろう……

一日限りの夢の共演…！
　世界的ヴァイオリニスト、国民的歌姫、うた
のおねえさん、N響団友ポップスオーケストラ
が一堂に会するスペシャルコンサート…！
　Let It Go ～ありのままで～、エルガー「愛
の挨拶」、ぼよよん行進曲など、数々の有名曲
を奏でます。
　ぜひ、皆さまでお越しください。

出演者：羽田美智子　柴田理恵　阿知波悟美　長尾純子　森川由樹

出演者：廣津留すみれ　May J.　つのだりょうこ　ほか
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掲載した写真は差し上げます。
身近な情報がありましたら企画観光課までお知らせください！

�������ὸ　܎ըௐ੔ا　՝ޫ؍ըا Photos

Let’sたなちゃん人づくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～

▲本宮まゆみクラブの皆さん

▲鈴木璃空さん（前列、右から２番目）

▲鈴木愛子さん

▲我妻祐衣さん ▲荒井謙志さん

各大会に出場した皆さんに激励金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。
〇第41回日本クラブユースサッカー選手権（U-15）東北大会
木
き
璃
り く
空さん（棚倉中学校３年・t.a.football club）

坂
さかもと
本 悠

ゆう
真
ま
さん（棚倉中学校１年・パルアリーレ福島JY）

〇第25回東日本古希軟式野球大会
井
いのうえ
上 久

ひさ
夫
お
さん、 木

き
元
はじめ
さん、金

かなざわ
澤 充

みつる
さん、関

せきかわ
川 博

ひろふみ
文さん（本宮まゆみクラブ）

〇第57回女子東北高等学校ソフトボール選手権大会
木
き
愛
あ こ
子さん（福島東稜高等学校３年）

〇第56回東北高等学校選手権大会（弓道競技）
我
あ
妻
づま
祐
ゆ い
衣さん（白河旭高等学校３年）

〇第81回東北高等学校男女バスケットボール選手権大会
荒
あら
井
い
謙
けん
志
し
さん（福島商業高等学校３年）

すず

すず

すず

さん（本宮まゆみクラブ）

広報広報

12８．８．１



·ͪͷ࿩୊

マーク

Scottish Festivals
είοτϥϯυͷ͓ࡇΓ

Hello everyone! I hope you’re all enjoying the 
summer.

I really enjoy the summer festival here in 
Tanagura every year. I see a lot of my students 
there and everyone has a lot of fun eating 
all the different types of food and watching 
diff erent performances.

Do you know about any festivals we have in the 
U.K.? One of the most popular festivals is the 
Royal Edinburgh Military Tattoo. It is a famous 
musical show held every year in August outside 
Edinburgh Castle in Scotland. It features 
military bands, bagpipes, traditional dancers, 
and colorful lights from countries all over the 
world.

Every performance ends with a single piper 
playing music from the high castle walls and a 
big fi reworks show. It is one of the most popular 
events in Scotland during the summer.

If you ever visit the U.K., please consider 
attending the event.

皆さん、こんにちは。夏を楽しんでいますか。

私は毎年、棚倉町の夏祭りをとても楽しみにしていま
す。会場ではたくさんの生徒の皆さんに会うことがで
き、さまざまな屋台の食べ物を味わったり、多彩なパ
フォーマンスを楽しんだりと、毎年多くの人でにぎわ
います。

皆さんは、イギリスのお祭りをご存じでしょうか。数
あるお祭りの中でも特に人気があるのが、スコットラ
ンドのエディンバラ城前で毎年8月に開催される「ロ
イヤル・エディンバラ・ミリタリー・タトゥー」です。
このイベントでは、世界各国の軍楽隊による演奏をは
じめ、バグパイプの演奏や伝統舞踊、色鮮やかなライ
トアップなどが披露されます。

公演の最後には、城壁の上で一人のバグパイプ奏者が
演奏を行い、その後、盛大な花火が夜空を彩ります。
このイベントは、スコットランドの夏を代表する催し
の一つとして、多くの人々に親しまれています。

イギリスを訪れる機会があれば、ぜひ足を運んでみて
ください。

　夏休み期間中（７月21日～８月24日）、午後
５時前に帰宅時間をお知らせする防災行政用無線
は、近津小学校６年の永

ながやま
山千

ち の
乃さんが担当してい

ます。
　永山さんは「防災無線を放送できて嬉しいです。
皆さんが安全に帰れるように願っています。」と
感想を話してくれました。

まちに彩りを おうちへ帰る時間になりました

　修明高校の生徒が育てた花のプランターが７月17
日㈮に町役場に寄贈されました。
　プランターは町役場のほか、棚倉幼稚園、棚倉警
察署、棚倉郵便局にも設置され、色とりどりの花々
が町のさまざまな場所を華やかに演出しています。
生徒たちが心を込めて育てた花は、地域にやさしい
彩りを添え、多くの人の目を楽しませています。

þ
þ 日

月þ
øþ 日

月
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定
例
会
６
月
会
議
は
、
６
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
議
日
程

で
開
か
れ
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
予
算
の
補
正
や
条
例
の
一
部
改
正
、
追
加

議
案
の
人
事
案
件
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
が
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
の
一
般

会
計
予
算
の
中
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
と

言
う
名
の
増
税
で
あ
る
。
少
子
化
対
策

の
財
源
確
保
の
た
め
、
被
用
者
保
険
や

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
各
健
康
保
険
料

と
合
わ
せ
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
か
ら
徴

収
す
る
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
を
組
み
込
ん
だ
、
棚
倉
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
を
反
対
討
論

と
す
る
。

低
所
得
者
の
軽
減
措
置
の
拡
充
、
新

た
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の

賦
課
・
徴
収
を
行
う
た
め
の
改
正
等
で

あ
る
。
保
険
税
率
に
お
い
て
は
、
所
得

額
増
に
よ
る
急
激
な
課
税
額
の
上
昇
を

抑
制
す
る
な
ど
、
安
定
し
た
国
保
運
営

に
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
適
切
で
あ
る

と
考
え
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

棚
倉
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
及
び
令
和
８
年
度
棚
倉

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
の

原
案
を
め
ぐ
り
、
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

国民健康保険税条例一部改正議案の採決

反
対

１
人　
　
賛
成

12
人

反
対

松
本
ト
ク
子
議
員

賛
成

小
沼
勝
弘
議
員

広報広報
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ョ
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情
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ら
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議
員
定
数
及
び

報
酬
並
び
に
議
会

基
本
条
例
に
関
す

る
調
査
・
研
究
を

進
め
る
た
め
、
令

和
８
年
定
例
会
３

月
会
議
で
設
置
さ

れ
た
、
第
３
回
棚

倉
町
議
会
改
革
調

査
特
別
委
員
会
が

６
月
５
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議

員
定
数
や
報
酬
の

見
直
し
、
議
会
基

本
条
例
の
導
入
に

つ
い
て
よ
り
深
く

調
査
・
検
討
を
進

め
る
た
め
、
県
内

外
町
村
で
の
視
察

研
修
を
実
施
し
協

議
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。
定
例
会
９

月
会
議
で
中
間
報

告
、
定
例
会
12
月

会
議
で
議
員
発
議

に
よ
り
議
案
と
し

て
提
出
す
る
予
定

で
す
。

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

西郷村議会での視察

広報広報

16８．８．１

令和８年定例会６月会議で審議された議案
区分 番号 件　　　　　　　　　名 議決結果

議案

23号 棚倉町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 賛成多数で可決

24号 令和８年度棚倉町一般会計補正予算（第１号） 全会一致で可決

25号 令和８年度棚倉町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 賛成多数で可決

26号 令和８年度棚倉町介護保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致で可決

27号 馬場観光拠点施設整備工事請負契約締結について 全会一致で可決

28号 赤館観光拠点施設整備工事請負契約締結について 全会一致で可決

29号 街なみ環境整備事業　新町鉄炮町線外舗装改修工事請負契約締結について 全会一致で可決

30号 街なみ環境整備事業　磐城棚倉近津線歩道整備工事請負契約締結について 全会一致で可決

31号 棚倉城跡石垣復旧工事（第１期）請負契約締結について 全会一致で可決

報告

５号 令和７年度棚倉町一般会計補正予算（第10号）の専決処分について 報 告 の み

６号 棚倉町税条例の一部を改正する条例の専決処分について 報 告 の み

７号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分について 報 告 の み

８号 令和７年度棚倉町繰越明許費繰越しの報告について 報 告 の み

提出

１号 白河地方土地開発公社の経営状況について 提 出 の み

２号 株式会社ルネサンス棚倉の経営状況について 提 出 の み

３号 一般財団法人棚倉町活性化・観光物産協会の経営状況について 提 出 の み

－ － 議員の派遣について 決　　　定

同意 ２号～16号 棚倉町農業委員会委員の任命について 全会一致で同意
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定例会６月会議では７人の議員が登壇し質問を行いました。

町政を問う 般 問一 質

▲議会録画配信

子
育
て
世
帯
へ
の
医
療
支
援
拡
充
は

広
域
的
な
医
療
体
制
の
充
実
が
必
要

問答
　
　
　
病
児
・
病
後
児
保
育
の
取
り
組
み

の
考
え
は
。

　
　
　
　
病
児
・
病
後
児
保
育
は
実
施
し

て
い
な
い
が
、
他
市
町
村
の
実
施
状
況
等

を
把
握
し
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。

　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
導
入
の
考
え

は
。

　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
導
入
し
て

い
な
い
が
、
安
心
し
て
子
育
て
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
今
年
度
、
新
た
な
子
育
て
支
援
と
し

て
産
婦
人
科
・
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

を
導
入
し
た
。

　
　
　
休
日
当
番
医
に
小
児
科
専
門
医
派

遣
の
考
え
は
。

　
　
　
　
専
門
医
の
派
遣
は
難
し
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
医
師
会
等
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
い
く
。

　
　
　
今
後
の
事
業
に
よ
る
町
内
へ
の
経

済
波
及
効
果
の
期
待
は
。

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業

の
財
源
で
あ
る
国
の
交
付
金
申
請
時
に
、

経
済
効
果
を
計
る
目
標
数
値
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
、

観
光
消
費
額
の
年
間
約
１
千
５
百
万
円
の

増
加
と
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
目
標
達
成

に
向
け
て
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問問問

問

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
成
果
は

テ
ニ
ス
な
ど
で
合
計
６
大
会

を
開
催

問答

沼
ぬま
野
の
将
まさ
美
み

町
長

町
長

町
長

町
長

೥౓͔Βಋೖͨ͠ΦϯϥΠϯ૬ஊࠓ

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら
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一般質問 一般質問

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
助
成
の
今
後
は

問
現
在
の
事
業
内
容
が
最
良

答
　
　
　
配
布
対
象
者
数
は
。

　
　
　
　
町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
税
等

の
滞
納
が
な
く
、
65
歳
以
上
の
小
型
特
殊

自
動
車
免
許
の
資
格
を
除
く
運
転
免
許
の

資
格
を
有
し
て
い
な
い
方
、
年
齢
に
関
係

な
く
重
度
の
心
身
障
が
い
者
の
方
、
要
介

護
４
も
し
く
は
５
の
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
が
助
成
対
象
者
で
、
令
和
８
年
５

月
末
現
在
で
９
４
２
人
。

　
　
　
別
事
業
の
考
え
は
。

　
　
　
　
事
業
を
導
入
す
る
際
に
は
、
乗

り
合
い
バ
ス
や
町
内
循
環
バ
ス
な
ど
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
き
た
が
利
用
者
の
利
便

性
を
考
慮
し
、
買
い
物
支
援
バ
ス
等
別
事

業
へ
の
見
直
し
は
し
な
い
。

　
　
　
町
内
の
企
業
、
事
業
者
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
は
。

　
　
　
　
現
在
の
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
今

後
、
正
確
な
情
報
発
信
を
速
や
か
に
で
き

る
よ
う
国
や
県
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
町
商
工
会
と
の
情
報
共
有
に
努
め

て
い
く
。

　
　
　
学
校
給
食
等
に
係
る
物
資
不
足
の

把
握
は
。

　
　
　
　
　
現
時
点
で
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
使
用
す
る
石
油
化
学
製

品
類
が
手
に
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な

い
。

　
　
　
現
在
の
園
児
数
と
今
後
の
入
園
予

定
者
数
は
。

　
　
　
　
定
員
１
０
０
人
に
対
し
、
現
在

は
85
人
で
あ
り
、
年
度
末
の
入
園
予
定
者

数
は
１
０
４
人
で
あ
る
。

問
　
　
今
後
の
棚
倉
保
育
園
に
対
す
る
物

価
高
騰
支
援
策
は
。

　
　
　
　
有
利
な
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
、

支
援
策
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
保
育
園
児
の
安
全
対
策
の
推
進
状

況
は
。

　
　
　
　
安
全
計
画
を
策
定
し
、
園
児
の

安
全
確
保
に
関
す
る
取
り
組
み
を
計
画
的

に
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
利
用

お
よ
び
申
込
状
況
は
。

　
　
　
　
５
月
末
現
在
で
は
、
利
用
者
お

よ
び
申
込
者
な
し
。
今
後
、
利
用
申
込
者

が
い
れ
ば
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
利
用
先
を
拡
大
し
た
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
　
大
型
店
等
を
加
え
た
こ
と
で
、

利
用
者
の
活
用
の
幅
が
広
が
り
、
利
用
先

の
分
散
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
今
後
の
物
価
高
騰
支
援
策
の
取
り

組
み
は
。

　
　
　
　
高
齢
者
の
経
済
支
援
を
目
的
に
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
８
０
０
０
円
の
支

援
金
を
支
給
。
そ
の
後
は
、
国
の
交
付
金

等
の
施
策
を
注
視
し
、
本
町
独
自
の
支
援

策
を
検
討
し
て
い
く
。

問問

問問

問問問

問問問

中
東
情
勢
に
お
け
る
物
価

高
騰
対
策
は

本
町
独
自
の
対
応
支
援
を

検
討
す
る

問答

小
こ
沼
ぬま

勝
かつひろ
弘

高
たかはし
橋みゆき

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

୨૔อҭԂͷશܠ

教
育
長 詳

し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

た
な
ぐ
ら
応
援
ク
ー
ポ
ン

券
の
利
用
状
況
は

５
月
末
現
在
の
利
用
率
で

67
・
７
％

問答

棚
倉
保
育
園
へ
の
物
価
高
騰
支
援
策
は

物
価
高
騰
対
策
事
業
支
援
金
を
交
付

問答

広報広報
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助成対象者自らがタクシーまたはバスを利用し、町
内で乗車又は降車した際に発生する運賃の一部を助成
します。

棚倉町タクシー・バス利用料金助成事業助成券

を利用できる事業者は次のとおりです。

・ あいタクシー

・ ときわタクシー

・ ちかつタクシー

・ 福島交通（東舘線、刈敷坂線）

・ JRバス関東（白棚線）

① １枚につき３００円の助成券を１人あたり年間１２０枚（最

大３６,０００円）助成します。年度の途中において申請があ

った場合は、申請日の月から年度末までの月数に１０枚を乗

じた枚数を上限に助成します。

② １回の運賃に対し１人当たり２０枚を限度に使用できます。  

③ 助成券の有効期限は発行した年度の末日までです。

① 助成券を使用する場合は身分証明書を携帯し、事業者から身

分証明書の提示を求められたときは提示してください。

② 助成券を第三者に譲渡することはできません。

③ 不正な行為等があった場合、助成金の返還を求めることがあ

ります。

取扱い事業者

助成内容

注意事項୨૔ொλΫγʔɾόεॿ੒ۀࣄ
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ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
現
況
と
今
後
は

現
行
の
指
定
管
理
の
中
で
検
討
す
る

問答

子
ど
も
の
幸
福
度
の
環
境
と
課
題
は

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
が
課
題

問答

　
　
　
令
和
７
年
度
の
売
り
上
げ
、
販
売

管
理
費
、
利
用
客
数
、
損
益
の
推
移
は
。

　
　
　
　

売
り
上
げ
は
令
和
６
年
度
が

１
億
９
２
４
３
万
４
千
円
、
令
和
７
年
度

が
２
億
１
６
９
万
８
千
円
。
対
前
年
比
は
、

売
り
上
げ
が
５
％
増
、
販
売
管
理
費
が

４
％
増
、
利
用
客
数
が
６
％
増
、
経
常
損

益
が
３
％
悪
化
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
を

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
集
客
・
売
上
ア
ッ
プ

に
ど
う
つ
な
げ
る
か
。

　
　
　
　
新
種
目
で
の
大
会
や
合
宿
を
誘

致
し
、
宿
泊
数
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、

飲
食
店
や
商
店
等
の
売
上
増
加
に
つ
な
げ
、

町
内
の
観
光
消
費
額
の
増
加
を
目
指
す
。

　
　
　
町
民
生
活
や
社
会
全
体
に
お
け
る
、

あ
ら
ゆ
る
価
格
上
昇
の
実
態
を
ど
う
把
握

し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
町
民
生
活
に
関
す
る
実
態
把
握

は
し
て
い
な
い
が
、
社
会
全
体
に
つ
い
て

は
、
総
務
省
が
公
表
し
て
い
る
消
費
者
物

価
指
数
等
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　
国
の
本
年
度
補
正
予
算
案
を
活
用

し
た
、
補
助
・
支
援
の
考
え
は
。

　
　
　
　
新
た
に
交
付
金
の
追
加
措
置
が

さ
れ
た
場
合
に
は
、
支
援
を
検
討
す
る
。

　
　
　
自
己
肯
定
感
を
育
む
努
力
や
挑
戦

を
評
価
す
る
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
よ

さ
や
成
長
、
力
の
伸
び
を
学
校
と
家
庭
が

一
体
と
な
り
評
価
し
、
自
己
肯
定
感
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
探
究
学
習

の
強
化
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
地
域
の
「
ひ
と
・
も
の
・
し

ご
と
」
に
触
れ
る
課
題
解
決
型
の
体
験
活

動
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
義
務
教
育
学
校

の
設
立
も
視
野
に
入
れ
、
探
究
的
な
学
び

を
展
開
し
て
い
く
。

　
　
　
使
用
可
能
な
人
を
増
や
す
取
り
組

み
と
対
策
は
。

　
　
　
　
い
ざ
と
い
う
時
に
躊
躇
な
く
使

用
で
き
る
人
を
増
や
す
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。

　
　
　
地
域
住
民
が
緊
急
時
に
使
用
で
き

る
体
制
、
組
織
は
。

　
　
　
　
公
共
施
設
屋
外
に
設
置
し
て
い

る
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
ル
ー
ル
な
ど
は
定
め

て
い
な
い
。
使
用
体
制
等
は
、
今
後
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

問問

問問

問問問

問

近
年
に
な
い
物
価
高
騰
の

対
応
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
は

国
の
推
奨
事
業
を
基
本
に
支

援
を
検
討

公
共
施
設
の
設
置
状
況
は

把
握

問

問

答

答

割
わりがや
栢 義

よし
夫
お

松
まつもと
本トク子

こ

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

そ
の
他
の
質
問

　
　
小
・
中
学
校
に
冷
水
機
設
置
の
考

　
　
え
は

そ
の
他
の
質
問

　
　
高
齢
運
転
者
へ
の
安
全
運
転
支
援

　
　
策
は

೤ઓ͕܁Γ͛޿ΒΕͨϗοέʔٕڝձ

"&%Λߨͨ͠༺࢖शձͷ༷ࢠ

教
育
長

教
育
長

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

問

問

国
民
健
康
保
険
情
報

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

倉
美
館
情
報

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
な
ぐ
ら

議
会
だ
よ
り
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一般質問 一般質問

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
今
後
を
問
う

問
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
を
軸
に

答
　
　
　
今
後
の
運
営
は
。

町
長　
　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業

を
軸
に
集
客
を
図
り
、
令
和
10
年
度
ま
で

株
式
会
社
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
を
指
定
管
理

者
と
し
て
指
定
。

問　
　
義
務
教
育
学
校
の
候
補
地
と
な
っ

た
経
緯
は
。

教
育
長　
　
町
立
学
校
統
合
準
備
委
員
会
、

町
立
学
校
統
合
準
備
庁
内
検
討
委
員
会
の

協
議
で
、
４
カ
所
の
比
較
検
討
場
所
を
決

定
。
そ
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
た
理
由
は
町

有
地
で
あ
り
、
公
共
施
設
の
集
約
化
が
図

ら
れ
、
駐
車
場
の
共
有
が
図
ら
れ
る
点
。

問　
　
本
町
で
の
生
活
習
慣
病
で
罹
患
者

が
多
い
も
の
は
。

町
長　
　
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、
糖

尿
病
罹
患
者
が
多
い
。

問　
　
町
で
行
っ
て
い
る
健
康
増
進
策
は
。

町
長　
　
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
治

療
の
た
め
、
住
民
定
期
健
康
診
査
や
各
種

が
ん
検
診
等
を
実
施
。
ま
た
、
健
康
や
体

力
の
保
持
・
増
進
を
図
る
た
め
、
健
幸

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
や
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
。

問　
　
自
殺
対
策
は
。

町
長　
　
第
３
次
健
康
た
な
ぐ
ら
21
計
画

を
策
定
し
、
相
談
体
制
の
充
実
な
ど
町
民

へ
の
啓
発
と
周
知
等
に
努
め
て
い
る
。

問

独
居
高
齢
者
の
不
安
解
消
を
目
的

に
終
活
支
援
に
取
り
組
む
考
え
は
。

町
長　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
民

生
委
員
が
独
居
高
齢
者
を
訪
問
し
、
生

活
状
況
を
把
握
。
高
齢
者
の
み
世
帯
が

１
５
８
３
世
帯
で
、
う
ち
独
居
世
帯
が

９
０
９
世
帯
（
全
世
帯
の
17
・
9
％
）
。

町
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
民

生
委
員
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
携
し
、

緊
急
連
絡
先
の
確
認
や
見
守
り
を
実
施
中
。

白
河
市
な
ど
、
他
自
治
体
の
取
り
組
み
は

認
識
し
て
い
る
が
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
相
談
支
援
を
継
続
し
た
い
。

問

町
の
活
性
化
に
有
効
な
ゴ
ル
フ
場

の
活
用
は
。

町
長　
　
ゴ
ル
フ
場
の
経
済
効
果
は
認
識

し
て
い
る
が
、
定
期
的
な
意
見
交
換
は
実

施
し
て
い
な
い
。
棚
倉
開
発
は
棚
倉
町
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
構
成
団
体
と
し

て
参
画
し
連
携
を
進
め
て
い
る
。
ル
ネ
サ

ン
ス
棚
倉
と
は
資
本
関
係
も
あ
り
連
携
を

図
っ
て
い
る
。
町
内
唯
一
の
ゴ
ル
フ
場
で

あ
る
棚
倉
田
舎
倶
楽
部
を
観
光
資
源
の
一

つ
と
し
て
捉
え
、
大
会
開
催
等
Ｐ
Ｒ
し
た

い
。

問問

問問問

問問

健
康
増
進
策
と
自
殺
対
策

を
問
う

第
３
次
健
康
た
な
ぐ
ら
21

計
画
を
策
定

問答

藤
ふじ
田
た
智
ともゆき
之

佐
さ
川
がわ

裕
ゆういち
一

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

ϧωαϯε୨૔

஍Ҭݯࢿͱͯ͠ͷΰϧϑ৔

教
育
長

そ
の
他
の
質
問

　
　
バ
ス
の
運
行
や
送
迎
の
課
題
は

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

ゴ
ル
フ
場
と
の
連
携
状
況

はス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

事
業
で
推
進

問答

問

独
居
高
齢
者
等
の
終
活
支
援
は

緊
急
連
絡
先
の
確
認
や
見
守
り
を
実
施

問答



　７月８日から10日にわたり、北海道の福島町・八雲町・函館市において、
調査・研修を行いました。その結果について報告いたします。

福島町議場にて

・
議
員
定
数
と
報
酬
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
議
会
基
本
条
例
と
議
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

・
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
医
療
機
関
と
町
の
介
護
・
福
祉
等
の
連
携

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
道
立
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
の
指
定
管

理
受
託
に
つ
い
て

議
会
改
革
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

全
国
町
村
議
長
会
か
ら
特
別
表
彰
を
受

賞
す
る
な
ど
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
議
員
定
数
と
報
酬
の
見
直
し
に
つ
い

て議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
財
政
あ
り

き
、
あ
る
い
は
人
口
減
と
い
う
要
素
だ

け
で
判
断
す
る
も
の
で
は
な
く
、
議
会

の
本
来
的
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
い

く
た
め
の
組
織
・
構
成
の
観
点
に
た
っ

て
検
討
す
べ
き
と
の
こ
と
か
ら
、
町
民

懇
談
会
で
の
意
見
聴
取
や
議
会
基
本
条

例
諮
問
会
議
を
経
て
現
在
10
人
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
人
口
減
少
が
進
み
、

直
近
の
改
選
期
で
は
、
定
数
割
れ
無
投

票
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
期
改
選
期

（
令
和
９
年
８
月
）
に
は
、
１
人
減
の

９
人
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

報
酬
に
つ
い
て
も
、
町
民
懇
談
会
で

意
見
聴
取
し
、「
報
酬
」か
ら「
歳
費
」と

文
言
を
改
正
、
諮
問
会
議
の
答
申
を
受

け
、
福
島
町
独
自
の
算
定
方
式
を
採
用

し
て
い
る
。

●
議
会
基
本
条
例
と
議
会
の
活
性
化
に

つ
い
て

福
島
町
で
は
、
平
成
21
年
に
議
会
基

本
条
例
を
導
入
し
、
「
議
会
の
主
役
は

議
員
」、
「
住
民
が
参
画
す
る
議
会
」、

「
変
化
を
恐
れ
な
い
議
会
」
の
３
つ
の

視
点
に
立
っ
て
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
現
在
は
通
年
議
会
の
実
施
、
町
民

と
の
懇
談
会
、
議
会
・
議
員
評
価
制
度

の
導
入
や
議
会
白
書
の
公
表
等
、
様
々

な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

本
議
会
と
し
て
は
、
議
会
の
活
性
化

を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
議
会
基
本
条

例
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
と
痛
切
に
感

じ
た
。
全
国
的
な
人
口
減
少
に
よ
り
議

員
の
成
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
、
議
会

運
営
の
効
率
化
や
議
員
報
酬
の
あ
り
方

等
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
先
進
地
議
会

視
察
の
成
果
を
委
員
会
で
十
分
検
討
し
、

議
会
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
委
員
長

佐

藤

喜

一
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調
査
内
容

議
会
改
革
調
査

　
　
　
　
特
別
委
員
会

北
海
道
福
島
町

2321

他市町行政調査報告

先進地で学ぶ
国
民
健
康
保
険
情
報

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

倉
美
館
情
報

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
な
ぐ
ら

議
会
だ
よ
り



●
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

函
館
市
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
は
、
１
９
２
３
年
建
築
の
旧
丸
井
今

井
百
貨
店
函
館
支
店
を
改
修
し
、
２
０
０

７
年
に
地
域
交
流
拠
点
と
し
て
再
整
備
さ

れ
た
施
設
で
あ
る
。

本
施
設
は
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
と

地
域
交
流
機
能
を
統
合
し
た
公
共
施
設
と

し
て
高
い
有
効
性
を
示
し
て
い
る
。
市
民

活
動
支
援
、
観
光
案
内
、
移
住
相
談
と

い
っ
た
多
様
な
機
能
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
て
お
り
、
地
域
住
民
、
観
光
客
、
移
住

希
望
者
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
利
便
性
の

高
い
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
市
民

活
動
支
援
と
移
住
支
援
を
同
一
施
設
内
で

展
開
し
て
い
る
点
は
、
地
域
住
民
の
活
動

の
活
性
化
に
資
す
る
取
り
組
み
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
本
町
に
お
い
て
は
、
歴

史
的
建
造
物
の
保
存
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
移
住

情
報
の
積
極
的
発
信
、
今
後
城
跡
地
内
に

で
き
る
観
光
拠
点
施
設
や
義
務
教
育
学
校

導
入
後
の
空
き
教
室
に
お
い
て
、
カ
フ
ェ

ス
ペ
ー
ス
設
置
や
地
域
住
民
の
交
流
の
場
、

移
住
者
支
援
の
拠
点
に
な
る
よ
う
な
活
用

●
医
療
機
関
と
町
の
介
護
・
福
祉
等
の
連

携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

八
雲
町
で
は
、
町
立
病
院
を
抱
え
て
お

り
、
救
急
医
療
・
周
産
期
医
療
・
精
神
医

療
な
ど
幅
広
い
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま

た
、
広
域
医
療
圏
に
お
け
る
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
と
し
て
、
地
域
住
民
の
生
命
と

健
康
を
守
る
た
め
に
医
療
を
提
供
し
て
い

方
法
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
委
員
長

佐

川

裕

一

●
道
立
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
の
指
定

管
理
受
託
に
つ
い
て

道
立
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
は
、
噴

火
湾
を
一
望
で
き
る
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地

に
、
平
成
18
年
６
月
に
開
設
さ
れ
た
道
立

の
広
域
公
園
で
あ
る
。
面
積
は
63
・
７
㌶

あ
り
、
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
、
体
験
ゾ
ー
ン
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
、
宿
泊
ゾ
ー

ン
に
区
分
さ
れ
、
北
海
道
の
事
業
で
43
・

る
こ
と
か
ら
、
町
民
に
と
っ
て
は
と
て
も

恵
ま
れ
た
医
療
環
境
に
あ
る
と
感
じ
た
。

一
方
、
経
営
面
で
は
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
に
よ
る
受
診
者
数
の
減
少
や
医

療
従
事
者
の
確
保
難
に
加
え
、
物
価
高
騰

な
ど
で
極
め
て
厳
し
い
経
営
状
況
で
あ
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り
経
営
が

維
持
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
ま
す
ま
す

厳
し
い
経
営
環
境
と
な
る
こ
と
が
必
至
で
、

さ
ら
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
増
加

し
、
八
雲
町
の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
ふ

る
さ
と
納
税
で
は
令
和
６
年
度
で
約
18
億

円
の
実
績
が
あ
り
、
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
り
、
財
政
の

健
全
化
を
推
進
し
て
い
る
点
は
特
筆
す
べ

き
点
で
あ
っ
た
。
町
立
病
院
の
枠
組
み
は
、

ま
さ
に
理
想
的
な
形
で
は
あ
る
も
の
の
、

取
り
巻
く
環
境
を
鑑
み
れ
ば
、
八
雲
町
の

財
政
難
や
町
立
病
院
の
経
営
逼
迫
に
至
る

危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
医
療
機
関
及
び
近

隣
市
町
村
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
医
療
機

関
・
体
制
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
委
員
長

小

沼

勝

弘

総
務
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

北
海
道
函
館
市

北
海
道
八
雲
町

北
海
道
八
雲
町
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議
員
活
動
報
告

福島県町村議会議長会表彰

福
島
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

７
月
１
日
、
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト

ふ
く
し
ま
を
会
場
に
、
福
島
県
町

村
議
会
議
長
会
主
催
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
の
広
報
力

を
高
め
る
た
め
、
全
委
員
が
参
加

し
編
集
方
法
な
ど
に
つ
い
て
研
修

を
受
け
ま
し
た
。

　６月２日、福島県町村議会議長会定期総会において議員として11年以上在職し功労
のあった方が、自治功労者として表彰されました。定例会６月会議において、表彰伝達
式が行われました。

ड৆ऀʢࠨଆ͔Βʣ　࿨஌༟ت議һɺ٠஑஧ೋ議௕

３
㌶
、
八
雲
町
の
事
業
で
８
・
１
㌶
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
で
12
・
３
㌶
と
な
っ
て
い
る
。

八
雲
町
は
道
か
ら
指
定
管
理
を
受
け
、
公

園
全
体
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
高

速
道
路
八
雲
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
隣
接

し
、
高
速
道
路
か
ら
降
り
ず
に
公
園
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
オ

ア
シ
ス
で
も
あ
る
。
園
内
の
セ
ン
タ
ー

ゾ
ー
ン
は
、
道
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
整
備
し

た
パ
ノ
ラ
マ
館
が
あ
り
、
地
域
の
特
産
品

を
販
売
す
る
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ
、
天
候

に
左
右
さ
れ
ず
に
遊
べ
る
キ
ッ
ズ
ア
リ
ー

ナ
な
ど
が
あ
る
。
パ
ノ
ラ
マ
館
の
維
持
管

理
と
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
八
雲
の
運
営
・
維

持
管
理
は
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
株
式

会
社
が
担
っ
て
い
る
。

本
町
の
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
に
お
い
て
も

乗
馬
施
設
跡
地
利
用
と
し
て
、
屋
内
遊
び

場
や
キ
ッ
ズ
中
心
の
公
園
を
建
設
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
の
た
ち
の
遊
び
場
の
提
供

や
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
誘
客
に
つ
な
げ
て

は
ど
う
か
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
委
員
長

和

知

裕

喜
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私
は
、
長
年
居
住
し
た
東
京
か
ら
実

家
の
あ
る
流
に
戻
り
、
自
宅
で
司
法
書

士
事
務
所
を
開
業
し
て
８
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
当
初
は
慣
れ
な
い
中
大
変
で

し
た
が
、
今
で
は
す
っ
か
り
地
域
に
溶

け
込
ん
で
、各
種
行
事
や
お
祭
り
、中
学・

高
校
の
同
級
会
な
ど
に
で
き
る
だ
け
参

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
保
持
の

た
め
、
健
幸
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事

業
に
参
加
し
、
毎
朝
１
時
間
の
散
歩
と

ラ
ジ
オ
体
操
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

６
月
中
旬
の
夜
、
自
宅
の
窓
に
蛍
が

飛
ん
で
き
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
毎
晩

蛍
を
探
し
に
出
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
、

中
豊
集
会
所
に
多
数
の
蛍
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
蛍
の
里
づ
く
り
の
会

が
10
年
前
か
ら
保
全
活
動
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
蛍
が
至
る
所
で
飛
ん
で
い
る
夜

景
が
見
た
い
で
す
ね
。

町
政
の
情
報
は
、
広
報
た
な
ぐ
ら
や

夕
刊
等
を
通
し
町
政
の
課
題
や
動
向
、

議
会
で
の
町
当
局
の
考
え
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
特
に
私
が
日
帰
り
入
浴

で
利
用
し
て
い
る
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の

問
題
、
母
校
の
旧
棚
倉
高
校
跡
地
利
用

に
注
目
し
て
い
ま
す
。

福
井
に
お
住
ま
い
の

塩
田
光
男
さ
ん

流
に
お
住
ま
い
の

高
橋
正
明
さ
ん

日
頃
か
ら
棚
倉
町
の
安
全
・
安
心
、

発
展
の
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
る
町
長

を
は
じ
め
、
職
員
、
議
会
議
員
の
皆
様

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
町
政
に
わ
ず
か

で
も
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
、
原
稿
依
頼
を
承
諾
し
ま
し
た
。

町
が
運
営
す
る
施
設
、組
織
等
が
様
々

あ
り
ま
す
。
時
代
の
変
遷
と
共
に
、
今
、

そ
し
て
今
後
必
要
な
事
業
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
あ
る
財
産
の
運
営
見
直

し
も
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
身

近
な
例
と
し
て
は
、
学
童
の
送
迎
バ
ス

で
す
。
朝
夕
の
乗
車
数
を
見
る
と
空
席

が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
小
学
生
は
、

通
学
距
離
に
よ
り
バ
ス
を
利
用
出
来
な

い
地
区
が
あ
り
ま
す
。
学
区
ご
と
に
環

境
は
違
い
ま
す
が
、
距
離
規
定
を
も
っ

と
柔
軟
に
捉
え
、
極
力
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
か
、
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
保
護

者
の
方
に
も
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。

身
近
な
事
、
当
た
り
前
の
事
で
あ
っ

て
も
少
し
ず
つ
見
直
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
、
議
員
各
位
の
尽
力
に
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

編
集
：
広
報
編
集
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
発
行
責
任
者

委
員
長

割
栢

義
夫

副
委
員
長

松
本
ト
ク
子

委　　　員

小
沼

勝
弘

委　　　員

薄
井

喜
一

委　　　員

佐
藤

喜
一

議
　
　
長

菊
池

忠
二

議会を傍聴しませんか

正式日程は、９月上旬開催予定の議会運営委員会で協議されます。

定例会９月会議日程のお知らせ（予定）

9月8日(火)本会議 9日(水)・１0日(木)一般質問

11日(金)決算特別委員会・本会議

傍聴の手続きは役場庁舎３階の
傍聴席入口で住所と名前を書く
だけで、どなたでも傍聴できま
す。
傍聴席には、誰にでもわかりや
すく傍聴していただけるよう、
自動翻訳により、リアルタイム
で文字情報を表示しています。

ਓͱ྘ͱྺ࢙͕結ͼ߹͏ۭؒॅ޾�༂ಈ�ͨͳ͙Β
ͨͳ͙Β·ͪʹॅΉօ༷ʹ͝ҙݟɺ͝ײ૝Λ͍࢕·ͨ͠ɻ

議会事務局
☎ 33-7882

お 合問 わい せ

町民からの声

議ձ΁ͷ͝ҙݟ
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おめでた（６月中の届け出）

྆਌ͷ໊ ग़ੜࣇ ॅ���ॴ
藤田　　徹・晴　佳 璃　翔（り　と）南　町
NGUYEN VAN DUY
（グエン ヴァン ズイ）

NGUYEN THI THU HA
（グエン ティ トゥー ハー）

NGUYEN PHUONG NHI
（グエン フォン ニー） 仁公儀

おくやみ（６月中の届け出）

๢͘ͳͬͨํ ೥ྸ ॅ���ॴ ๢͘ͳͬͨํ ೥ྸ ॅ���ॴ
五十嵐比呂子 47 新 町 齊藤　博文 52 関 口
生田目啓子 74 関 口 永山　宗治 85 関 口
松本　貞子 97 花 園 渡 マツ子 82 丸 内
齋藤　進一 83 花 園 木　つぎ 83 中居野
緑川　浩幸 55 漆 草 緑川キミヨ 88 舘ケ丘
小濵　キヌ 94 八 槻

人の動き 令和８年７月１日現在

人口　12,329人（＋６人）　世帯数　5,084世帯（＋11世帯）　男性　6,125人（＋３人）　女性　6,204人（＋３人）

݄̓߸̏ϖʔδʮݝೆதֶߍ཮্ٕڝେձʯͷࣄهʹ͓͍ͯɺӬࢁཅᠳ͞Μͷग़৔छ໨Λʮஉڞࢠ௨૸ߴ
௓ʯͱ͠ࡌܝ·͕ͨ͠ɺਖ਼͘͠͸ʮஉڞࢠ௨૸幅௓ʯͰͨ͠ɻ͜͜ʹగਖ਼͠ɺ͓࿳ͼ͍ͨ͠·͢ɻ

͓࿳ͼͱగਖ਼

米寿を迎えました

鈴木　ミツさん
（逆　川）

昭和13年７月１日生

甲賀　すみさん
（中山本）

昭和13年７月11日生

富岡　玉枝さん
（丸　内）

昭和13年７月13日生

佐藤キミ子さん
（北　町）

昭和13年７月23日生
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５月の健診でむし歯がなかった皆さんです。７月号、８月号、９月号の３回で紹介します。

たなぐらスナップ

編
集
•発
行
／
棚
倉
町
役
場
企
画
観
光
課

令
和
８
年
８
月
１
日
発
行

ブルーベリー摘み体験

　７月14日㈫、棚倉幼稚園年長組によるブルーベリー摘み体験が行われました。
　子どもたちは、色づいた実を選びながら丁寧にブルーベリーを収穫しました。摘み取った実で
パックはいっぱいになり、満足そうな笑顔を見せていました。棚倉町の特産品であるブルーベリーに
親しみ、地域の魅力を学ぶよい機会となりました。

広
報

●３歳児の健康診査で、むし歯が
　ありませんでした。

む し 歯 の な い 子

毎日歯みがきしてい
ます！

こんどう　なる くん
毎日はみがきがん
ばっています。

すずき　よう くん
毎日しっかり歯みが
き頑張ってます。

すずき　のい ちゃん
大きなお口でハミガ
キ頑張っています！

さいとう　あきと くん
しあげもじょうずに
できてるね！

ふじた　しゅう くん
おねえちゃんと楽し
くハミガキしてます!!

やぶき　さな ちゃん

〒963－6192
福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野33番地

TEL 0247－
33－

2112　
FAX 0247－

33－
3715

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▲
Ｈ
Ｐ

▲
Instagram

▲
Facebook

▲
LIN
E




